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地域イベントに参加しました 

 

平成 28 年 6月 12 日（日）に、「希望の家 地域のつどい」に参加し、広報活動をかねて、和菓子の

販売を行いました。おかげさまで昼過ぎには完売いたしました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演会を開催しました 

 

 平成 28 年 6 月 21日（火）、調布市社会福祉協議会にて、東京ハンディキャブ連絡会・伊藤事務局長

をお招きして講演会を開催いたしました。調布ハンディキャブのボランティアドライバーを対象に行っ

たもので、下記内容についての講演を受けました。 

 

・調布ハンディキャブ運転協力者の現任研修  

・法律のおさらい 

・自家用有償旅客運送の制度変更    

・高齢者ドライバーの運転と移送サービス 

・福祉送迎での事故事例     

・その他 
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調布ゆうあい福祉公社に広報活動を実施しました 

 

平成２8 年 6 月 13 日（金）に、広報活動の一環として、峯岸理事長・山崎副理事長・中島広報担当理

事・伊藤事務局長にて調布ゆうあい福祉公社を訪問。調布ハンディキャブの送迎内容等を説明し、引き

続き新規利用者紹介等の広報活動に努めることとしました。 
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新規車両取得について 

 

車いす対応車（日産／キャラバン）購入に向けて、日本財団の福祉車両助成金を申請いたしました。 

また、東京ハンディキャブ連絡会を通じて、車いす対応車（日産／バネット）の取得も目指しておりま

す。いずれも、11月～11 月下旬ごろに結果が判明する予定です。 

 

（参考写真） 

  

（日産キャラバン）              （日産バネット） 
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平成 28 年度補助金申請 

 

本年度も例年通り、「調布市より 500万円・社会福祉協議会より 100万円」の補助金申請をした結果、

満額回答をいただきました。今後の活動に役立てたいと思っております。 



 

麻しん（はしか）にご注意を！ 

 

（調布市からのお知らせ） 

 

都内では、麻しん（はしか）の患者が報告されています。感染の広がりについては、今後十分な注意が

必要です。麻しんは、感染力が極めて強く、空気感染もするので、手洗い・マスクのみでは十分な予防

ができません。有効な予防方法は、あらかじめワクチンを接種し、免疫を獲得しておくことです。 

 

麻しんの症状 

(注)次のような症状が出た場合や、麻しん患者との接触があり麻しん感染が疑われる場合は、必ず事前に

医療機関にそのことを連絡してから受診をしてください。 

 

主な症状は、発熱、せき、鼻汁、めやに、発疹です。最初の 2 日から 4日間は 38 度前後の熱で、一時

おさまりかけたかと思うと、また 39 から 40 度の高熱と発疹がでます。合併症がなければ 7 日から 10

日で回復します。合併症としては、肺炎や脳炎、中耳炎、クループ(のどの咽頭部の炎症で、ゼイゼイし

たり呼吸困難になったりします)、心筋炎などがあり、重篤な場合、死亡する可能性もあります。一度感

染して発症すると、一生免疫が持続すると言われています。 

 

 

予防接種 

麻しんを含むワクチンには、麻しん風しんの混合ワクチンと麻しん単体のワクチンの 2 種類があり、こ

のうち麻しん風しん混合ワクチンは麻しん、風しん両方の感染症を予防することができます。定期予防

接種や法定外予防接種では原則、麻しん風しんの混合ワクチンを使用します。 

 

定期予防接種や法定外予防接種の対象年齢（７歳６か月未満まで）でない方は、任意の予防接種となり

ます。予防接種を希望される場合は、かかりつけ医にご相談ください。 

 

 

急な大雨や雷・竜巻から身を守るために 

 

（調布市からのお知らせ） 

 

近年、国内各地で風水害による被害が発生しています。 

晴れていたのに天気が急変し、突然の大雨に見舞われたなどの経験をされた方は多いと思います。原因

は、「積乱雲」(せきらんうん)という雲で、「急な大雨」などを引き起こします。 

気象庁では、積乱雲が発達しやすい気象状態が予測された時点から段階的に各種情報を発表しています。 

屋外活動の際は、これらの情報を利用し、天気の急変などの場合には速やかに安全を確保することが重

要です。 

突発的な気象現象を事前に予測し、対応を行うのは大変困難ですが、気象庁が発表する警報、注意報、

気象情報、竜巻注意情報等に注意してください。 



 

 運転ボランティア募集中！！ 

 

調布ハンディキャブでは、車イスを積める車「ハンディキャブ」を運転してくださるボランティアさん

を随時募集しています。30歳～75歳までで、空いているお時間にちょっとだけお手伝いいただける方、

ぜひ一緒に活動しませんか？ 運行距離に応じて薄謝を差し上げています。リフトや車イスの取り扱い

などについて 2 日間の講習会があり、その費用は当法人で負担いたします。どうぞお気軽にお問い合わ

せ下さい。また、お知り合いの方で興味のある方がいらした際には、ご紹介いただければ幸いです。 

 

 

賛助会員募集！！ 

 

NPO 調布ハンディキャブの活動趣旨に賛同し、賛助会員となって財政面を応援していただける方を募集

しています。利用するための条件ではありませんが、ご協力いただけると助かります。 

 

賛助会員    個人（1 口から）     年度会費 1,000 円（入会金なし） 

                   団体（10口以上）    年度会費 10,000 円以上（入会金なし） 

 

 

広報おじさんのひとりごと 

 

「秋の空」 

高く、澄み切った秋晴れの空が広がります。コスモスやリンドウ

など、可憐な花が姿を見せ、金木犀の優しく懐かしい香りが鼻を

くすぐります。 

日が落ち、辺りからリーン、リーンと虫の声が聞こえてくると、

澄んだ空には黄金の月。名月を眺めながら夜長を楽しみたいもの

ですね。 

日ごとに暮れが早くなり、美しい秋は駆け足で過ぎていきます。

どうぞ、皆様、充実の時間をゆっくりとお過ごしください。 

 

ご予約・お問い合わせは調布ハンディキャブ事務局までどうぞ！ 

＜予約は出来る限り利用希望日の前月 15 日までにお願いいたします＞ 

 

特定非営利活動法人 調布ハンディキャブ 

〒182-0033  東京都調布市富士見町 3-15-14 さわハイツ 101号 

電話：042-440-3860  FAX：042-446-3856 

ホームページ： http://members3.jcom.home.ne.jp/chc/ 


